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創業 
売上高 
純利益 
従業員数 
事業内容 
 
 
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾒｯｾｰｼﾞ 

： 1804 
： US$ 15,043 million 
： US$      184 million 
： 15,616 (2013/3) 
： 建築、土木、機器装置等建設工事の設計、施工 

 地域開発・都市開発の調査・企画設計、コンサル 
 不動産売買・賃貸 
： Today's Work, Tomorrow's Heritage 

創業210年の日本最大の総合建設業の一つ 

新本社 

清水建設とは 
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サステナブル社会の実現に向けて 
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● ecoBCPの考え方 

● ecoBCPと共助力強化によるまちづくり 
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１. コンセプト 

 ecoBCPの考え方 

非常時の事業継続・エネルギー自立性確保、 

平常時の節電・省エネ対策を兼備した施設・コミュニティづくり 

強くしなやかで、人と環境にやさしいまちづくり 

節電・省エネ（eco） ＋ 事業継続（BCP） 

® 

BCP:  Business Continuity Plan 

快適・健康・安全・安心 

エネルギー対策 
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CC:  Community Continuity 

段階的に、強くしなやかで、人と環境にやさしいまちを構築 

ecoBCPと共助力強化でまちの価値向上と安全安心な社会の実現 

防災拠点 
 大規模オフィス 
 公共施設 
 病院 
 学校 
 公園・駅 

BC:  Business Continuity 
LC:  Life Continuity 

DC:  District Continuity 

① 施設レベル 
● 平常時の節電、快適性確保 

● 非常時エネルギー自立性確保 

② 街区レベル 
● 近接施設群で熱・電力融通 

● 非常時帰宅困難者受け入れ 

③ エリアレベル 
● エリアエネルギーマネジメン 

● エリア機能継続マネジメント 

施設・防災拠点のecoBCP強化 街区エネルギー融通 エリアecoBCPマネジメント 

１. コンセプト 

 ecoBCPと共助力強化によるまちづくり 
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● 京橋スマートコミュニティ 

● 気仙沼スマートコミュニティ 

● 中部大学スマートキャンパス 

● 日米スマートグリッド実証プロジェクト 

 



2014 © 

2. スマートシティ取組事例 
 京橋スマートコミュニティ 

① 施設レベル 
● 超環境配慮型オフィス 

● 非常時帰宅困難者受け入れ 

② 街区レベル 
● 地域熱供給排熱有効活用 

● 非常時物資備蓄相互分担 

③ エリアレベル 
● エリアエネルギーマネジメン 

● エリア機能継続マネジメント 

超環境配慮型・防災拠点 高効率エネルギー面的利用 エリアecoBCPマネジメント 

京橋１・２丁目 
地区熱供給センター

熱供給区域 
（4.8ha） 

清水建設本社 
地域熱供給 

● ＣＡＳＢＥＥ： 
  Ｓランク 
  ＢＥＥ値 9.7点  
  （過去最高得点） 

● 地域の防災拠点： 
  社員・帰宅困難者 
  4000人受け入れ 

● 地域熱供給システム： 
  総合エネルギー効率１.３９ 
  （国内最高効率） 

● ISO22301（事業継続マネジメント） 
● ISO50001（エネルギーマネジメント） 

  国内で初めてエリアとして取得 

ecoBCPビル © Google © Google 

清水建設本社を起点としたエリアのecoBCPマネジメント、まちの価値向上と競争力強化 

清水建設本社 

京橋スマートコミュニティ 

対象エリア 

清水建設本社 
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所在地 

完成 

敷地面積 

建築面積 

延床面積 

階数 

建物高さ 

構造 

 

 
CASBEE 

 
LEED 

CO2排出量 

： 東京都中央区 

： 2012年5月 

：   3,000 m2 

：   2,200 m2 

： 51,800 m2 

： B3F-22F-PH1F 

： 110 m 

： 鉄筋コンクリート造 

   (一部鉄骨造) 

   免震構造 

： S ランク (BEE=9.7) 

   （過去最高点） 

： NC（新築）  Gold 

： 61%削減（2013年） 
 （2005年東京都 

  一般事務所ビル 
  平均と比較） 

２. 京橋スマートコミュニティ 

① 施設レベル： 清水建設本社 ecoBCPモデルビル 
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２. 京橋スマートコミュニティ 

③ エリアレベル： ecoBCPマネジメント 

③ エリアレベル： 京橋スマートコミュニティ 

  エリアecoBCPマネジメント  

● エリア・エネルギーマネジメント  （EnMS ISO50001 認証取得） 

● エリア・事業継続マネジメント  （BCMS ISO22301 認証取得） 

  （経済産業省Ｈ24年度事業） グループ単位による事業競争力強化モデル事業 

● ecoBCPクラウドシステムによるエリアマネジメント   

● 電力供給 （予定）   

熱供給区域 

① 施設レベル： 清水建設本社  

  超環境配慮型・防災拠点  

対象エリア 

② 街区レベル： 地域熱供給 

  高効率エネルギー面的利用   
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赤岩港地区 

2. スマートシティ取組事例 

 気仙沼スマートコミュニティ 

● 復興水産加工施設群のエネルギーマネジメント 

● スマートコミュニティ導入促進事業（経済産業省） 

● 気仙沼市、荏原環境プラント、スマートシティ企画（清水建設）、 
  八葉水産、阿部長商店、気仙沼水産加工業協同組合 他 

● CEMSを活用、新電力からの要請で１１棟の水産加工施設の使用電力を調整 

● EV・PHV電力をピークカット・非常用電源として活用 

充電 

放電 

空調 

生産設備 

メール
通知 警報灯 

充電器 水産加工施設１１棟 

PHV 
EV 

電力 

新電力 

見える化 

FEMS 

節電要請 

デマンドレスポンス 

デマンドレスポンス 
非常時電力供給 

デマンドレスポンス 

CEMS 
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中部大学スマートキャンパス 

Phase-1 
Phase-2 

Phase-3 

Phase-4 

Stepwise campus upgrading  

太陽光 CGS 蓄電池 照明 空調 ＰＣ OA機器 実験機器 

Smart BEMS 研究スタッフ 

節電 
ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ 

マイクログリッド（構築） 手動制御 自動制御 

Phase-1: 生命健康科学部 （５棟） 
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● 学部単位でスマート化、段階的に拡張、 
  キャンパス全体のスマート化 

● マイクログリッド（コジェネ、太陽光発電、蓄電池）導入 

● 先進的なエネルギーマネジメント 

● Phase-1： 節電24%、省エネ30%（2012年） 

● マイクログリッド構築・制御 

● 学部複数施設エネルギーマネジメント 

● 空調・照明自動節エネ制御 

● 実験機器電力ピークシフト 

● 研究スタッフへの節電ナビゲーション 



 

2. スマートシティ取組事例 

 スマートビル実証 システム構成 

● 地域ＥＭＳ（エネルギーマネジメントシステム）とスマートＢＥＭＳが連携、 

  スマートＢＥＭＳがマイクログリッドを制御し、地域需給安定に貢献 

蓄熱層 

空冷式 
冷凍機 
70USRT 

吸収式 
冷凍機 
20USRT 冷却塔 

太陽光発電 
50kW 

ガスエンジン 
発電機240kW 

燃料電池 
80kW 

鉛蓄電池 
160kWh 

パワー 
コンディショナー 

Smart Grid 
電力監視 

デマンドレスポンス信号出力 

デマンドレスポンス信号 PNM/DOE 

マイクログリッド 

地域ＥＭＳ 

電力 

熱 

スマート 
メーター マイクログリッド制御 

スマートＢＥＭＳ 

【独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業】 2014 © 
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● サステナブル社会の実現に向けて 

● グリーンフロート構想 

 



3. 今後の展望 

 サステナブル社会の実現に向けて 

スマート 
エネルギー 環境 

レジリエンス ウェルネス 

地球・地域・人 
への責任と配慮 

快適で健康な 
空間の創造 

多面的な 
リスクへの対応 

エネルギーの 
面的活用 

コミュニティ 
の活性化 

マネジメント 
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3. 今後の展望 

 グリーンフロート構想 
赤道直下の太平洋上に浮かぶ 

環境未来都市 

BCP 
災害に強い海上都市 

Future 
赤道直下でも快適な都市 

eco 

自然に学ぶ植物質な都市 

カーボン・マイナス 
ＣＯ２を吸収し続ける 
植物質な都市 

食糧自給、廃棄物ゼロ 

食糧の自給自足 
廃棄物の再資源化 

空中都市 
上空1,000ｍは一年中 

26 ～ 28℃ 

太平洋ゴミ大陸の浄化 

海上に漂流するゴミを 
エネルギーに活用 

浮体構造 
地震や津波の影響を

受けない 

100％再生可能エネルギー 

宇宙太陽光発電等の活用 
で非常時でも電力を供給 

● 構想提示 → 先進技術開発 → 先導プロジェクト適用 → 実現を加速 
サステナブル社会 
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Smart Solutions Company 


